
選択科目    

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門                   部門  

専門とする事項   

○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

( 1 )  カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル を 通 じ た 国 土 づ く り の 課 題  

1 ) 既 存 イ ン フ ラ を 活 用 し た 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 普 及  

我 が 国 の 発 電 方 法 は 火 力 発 電 が 約 ７ 割 を 占 め て お り 、

化 石 燃 料 に 頼 っ た 発 電 が 長 年 続 い て い る 。 脱 炭 素 化 に

向 け て 火 力 発 電 以 外 の ク リ ー ン な 発 電 割 合 を 増 や し て

い く 必 要 が あ る ① 。 し か し 、 発 電 施 設 設 置 ② は 莫 大

な コ ス ト が か か り 、 普 及 の 障 害 と な っ て い る 。 社 会 イ

ン フ ラ は 広 大 な 土 地 ・ 施 設 を 有 し て お り 、 活 用 す る こ

と で 発 電 開 発 費 用 を 抑 え る こ と が で き る 。 し た が っ て 、

発 電 の 観 点 ④ か ら 既 存 イ ン フ ラ を 活 用 し た 再 生 可 能 エ

ネ ル ギ ー の 普 及 が 課 題 で あ る 。  

 

2 ) 都 市 に お け る ネ イ チ ャ ー ポ ジ テ ィ ブ  

2 0 2 2 年 現 在 ⑤ 、 国 内 に お け る 森 林 の C O 2 吸 収 量 は

約 5 0 0 0 万 ト ン で あ る が 、 年 々 減 少 傾 向 で あ る 。 人 工

林 ⑥ の 高 齢 化 に よ る C O 2 吸 収 効 率 の 悪 化 が 原 因 と し て

① 見出しと整合を図るうえで、再生可能エネルギーに言及してはどうでしょうか。→「再生可能エ

ネルギー（再エネ）による発電を拡大していく必要がある」 

② 発電設備としては、火力発電も含まれてしまいます。→「再エネ設備の設置」※長いので①のと

おり、再エネという略語を設定しましょう。 

③ 「することができる」としてしまっては、解決策になってしまいます。必要性や重要性として記

述した方が良いと思います。また、見出しは、「既存インフラ」とありますから、既存ストック

の活用といった表現としてはいかがでしょうか。→「このため、再生可能エネルギーの普及にあ

たっては、既存ストックの活用が重要である。」 

④ 文脈からすると「コストの観点」ではないでしょうか。 
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挙 げ ら れ る 。 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 達 成 の た め に は

C O 2 排 出 抑 制 の ほ か 、 吸 収 量 増 加 の 取 組 が 重 要 で あ る 。

さ ら に 、 G 7 サ ミ ッ ト で 定 め ら れ た 3 0 b y 3 0 目 標 に 向 け

た 緑 地 の 確 保 は 急 務 で あ る 。 し た が っ て 、 C O 2 吸 収 の

観 点 か ら 都 市 に お け る ⑦ ネ イ チ ャ ー ポ ジ テ ィ ブ が 課 題

で あ る 。  

 

3 ) 自 家 用 車 に お け る C O 2 対 策  

2 0 2 0 年 の 日 本 の C O 2 排 出 量 の う ち 約 2 割 を 運 輸 部

門 が 占 め て い る 。 ネ ッ ト 通 販 等 の 普 及 に よ る 物 流 件 数

は 増 え て い る も の の 、 燃 費 向 上 な ど 運 輸 業 界 の 取 組 に

よ り C O 2 は 減 少 傾 向 に あ る 。 他 方 で 運 輸 部 門 で の 自 家

用 車 の C O 2 排 出 量 は 約 9 割 を 占 め る こ と か ら 、 次 世 代

自 家 用 車 や 渋 滞 緩 和 な ど ハ ー ド ソ フ ト 両 面 の 対 策 が 必

要 で あ る ⑧ 。 し た が っ て 、 交 通 面 の 観 点 か ら 自 家 用 車

の C O 2 対 策 が 課 題 で あ る 。  

⑤ 減っている傾向を示したいのでれば、もっと過去でも良いように感じます。 

⑥ 人工林に限定しているのはなぜでしょうか。 

⑦ 都市におけるとありますが、なぜ都市なのかといった説明がありません（原因は、都市の緑地の

減少ではなく、人工林の高齢化としています）。 
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( 2 ) 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 エ ネ ル ギ ー は 住 宅 や 産 業 な ど す べ て の 活 動 に 関 わ る

こ と か ら 既 存 イ ン フ ラ を 活 用 し た 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー

の 普 及 が 最 重 要 課 題 で あ る 。 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

1 ) 砂 防 堰 堤 を 活 用 し た 小 水 力 発 電  

 砂 防 堰 堤 は 全 国 に 約 6 万 基 あ り 、 候 補 地 が 多 数 あ る 。

⑧ 一文が長すぎます。また、物流は減少傾向と述べたうえで自家用車の話をしていますが、自家用

車も CO2 排出量は減少しています。物流は減って自家用車が増えているというなら分かります

が、共に減少している状況下で物流が減少傾向にあると記載した意図が何か分かりません。よっ

て、自家用車をフィーチャーしたのは、９割を占めるという割合に起因するものであり、物流と

の比較に意味が見出せません。加えて、９割を占めていることと、次世代自家用車や渋滞緩和な

どハードソフト両面の対策が必要であることに因果関係がなく、なぜ両面からのアプローチが必

要と考えたのかよく分かりません。文脈が通っておらず支離滅裂に見えます。 
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既 存 の 取 水 堰 や 管 理 用 道 路 を 活 用 す る こ と で 開 発 コ ス

ト ⑨ を 抑 え た 水 力 発 電 を 整 備 す る 。 自 治 体 は 発 電 ポ テ

ン シ ャ ル の 高 い 堰 堤 を 抽 出 し  民 間 事 業 者 に 事 業 化 の

公 募 を か け 、 協 働 出 資 に よ り 事 業 化 の 普 及 を 図 る ⑩ 。

河 川 法 や 砂 防 法 許 認 可 の 簡 素 化 し 、 民 間 事 業 者 の 参 入

を 促 す ⑪ 。  

 

2 ) 伐 採 材 を 活 用 し た バ イ オ マ ス 発 電  

 バ イ オ マ ス 発 電 を 安 定 し て 行 う た め 、 河 川 や 森 林 整

備 に よ り 発 生 す る 伐 採 材 を 利 用 す る ⑫ 。 自 治 体 は 伐 採

整 備 を 公 募 し 事 業 者 を 選 定 す る 。 こ れ に よ り 自 治 体 は

維 持 管 理 コ ス ト の 縮 減 を 図 り 、 発 電 事 業 者 は 安 定 的 に

伐 採 材 を 入 手 で き る 。 ま た 自 治 体 が 伐 採 を 行 い 、 集

積 ・ 引 取 段 階 か ら 事 業 者 が 参 入 す る パ タ ー ン な ど 参 入

要 件 を 拡 大 し 、 バ イ オ マ ス 発 電 の 普 及 を 促 進 す る ⑬ 。  

⑨ 開発とありますが、何を開発するのですか。また、コストを抑制するために既存ストックを活用

することは、課題に書いてあるので改めて書く必要はないと思います。不要。 

⑩ 「事業化の公募」、「事業化の普及」という表現に違和感があります。また、協働（←共同）出

資である必要性も分かりません。民間が売電益で投資を回収すればよいのではありませんか。そ

のために自治体は、発電ポテンシャルの高い堰堤を抽出するのではありませんか。 

⑪ 小水力発電の整備がしたいのか、PPP/PFI事業をしたいのか判然としません。 



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

 

3 ) イ ン フ ラ 空 間 を 活 用 し た 太 陽 光 発 電  

広 大 な イ ン フ ラ 空 間 を 活 用 し 、 イ ン フ ラ 管 理 者 が 太

陽 光 発 電 を 実 施 す る 。 普 及 に あ た っ て は 第 三 者 が 所 有

す る 太 陽 光 発 電 設 備 を イ ン フ ラ 空 間 に 設 置 ・ 維 持 管 理

す る P P A 方 式 を 採 用 し 、 太 陽 光 発 電 導 入 に か か る 初 期

費 用 を 抑 え る ⑭ 。 ま た 従 来 の シ リ コ ン 系 太 陽 光 発 電 池

は 本 体 重 量 や 保 護 ガ ラ ス の 重 量 に よ り 設 置 場 所 が 限 ら

れ て い る が 、 よ り 軽 量 で 柔 軟 性 の あ る ペ ロ ブ ス カ イ ト

太 陽 電 池 を 採 用 し 、 太 陽 光 発 電 の 普 及 促 進 を 図 る 。  

 

( 3 ) 新 た に 生 じ る リ ス ク と 解 決 策  

 豪 雨 や 地 震 に よ る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 発 電 設 備 の 破

⑭ 若干の違いがあれども、これも PPP/PFI スキームですね。解決策がすべて同じに見えてしまいま

す。きちんと整理整頓しましょう。記述は、再生可能エネルギーの種類で解決策を区分していま

すが、この整理があまりよくないのだと思います。記述された解決策の内容を再整理した場合、

①民間活力の導入（PPP/PFI、スモールコンセッション、PRE など）、②インフラ空間の活用（イ

ンフラ施設の利活用、公的不動産の活用）、③廃棄物の活用（間伐材の活用、汚泥処理時におけ

るバイオガス活用、ごみ焼却に発電）といった区分にすることができます。この区分により、多

角的な解決策の提案が可能になると思います。 

⑫ バイオマス発電の安定化を目的にしていますが、伐採材を用いていないバイオマス発電とは一体

どのようなものなのか前提となっている状況が分かりません。このため、なぜ安定化するのかも

分かりません。説明不足です。 

⑬ これも PPP/PFI スキームを説明していますが、対象となっているインフラが違うだけで、同じよ

うな解決策を示しているように見えます。 
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損 が リ ス ク と し て 挙 げ ら れ る 。 解 決 策 は 維 持 管 理 体 制

の 確 保 で あ る 。 災 害 対 応 時 や 点 検 時 の た め に 管 理 用 道

路 を 設 置 す る 。 平 時 の モ ニ タ リ ン グ で は 遠 隔 カ メ ラ や

ド ロ ー ン に よ る 監 視 を 行 い 、 維 持 管 理 コ ス ト 縮 減 を 図

る 。  

 

( 4 ) 業 務 遂 行 に あ た り 必 要 と な る 要 件 や 留 意 点  

倫 理 の 観 点 か ら 、 全 て の 段 階 に お い て 公 衆 の 利 益 と

安 全 を 第 一 に 考 え る こ と が 必 要 な 要 件 で あ る 。 発 電 施

設 の 施 工 ・ 運 営 に あ た っ て は 周 辺 住 民 の 影 響 に 留 意 す

る 。  

社 会 の 持 続 性 の 観 点 か ら 、 将 来 に わ た り 再 生 可 能 エ

ネ ル ギ ー を 発 電 で き る よ う 発 電 施 設 の 維 持 管 理 を 適 切

に 実 施 す る こ と が 要 件 で あ る ⑯ 。 発 電 施 設 の 計 画 に あ

た り 現 存 す る 自 然 環 境 を 保 全 す る よ う 留 意 す る   以

上  

 

⑯ 再エネという環境負荷の低減を目的としているので大丈夫だとは思いますが、社会の持続性を維

持管理としてとらえられる可能性があると思います。このリスクを回避するため、紛れがない例

として、ライフサイクルアセスメントの導入などを要件とするのも一つです。 

⑮ 新たに発生する問題なのでしょうか。もともと存在するリスクだと思います。もっと解決策との

因果関係が強いリスクの提案が求められます。例えば、再エネの特徴である気候に左右されると

いったことに起因する電力供給の不安定さなどがリスクとして考えられます。 


